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第１章 総則 

 

 １ 業務継続計画策定の目的 

    大規模災害発生時には、災害応急業務に相当数の職員を割り当てる必要があること

から、あらかじめ、各出先機関で実施する災害応急業務及び優先度の高い通常業務（以

下「非常時優先業務」という。）を定めるとともに、当該業務に必要な人員や参集可

能人員を明確にしておくことにより、災害時においても、迅速、的確、効率的に業務

を実施することを目的とする。 

 

 

〈非常時優先業務のイメージ図〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「大規模災害発生時における地方公共団体の業務継続の手引き」（内閣府、令和 5 年） 
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＜業務継続計画の実践に伴う効果のイメージ図＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：「大規模災害発生時における地方公共団体の業務継続の手引き」（内閣府、令和 5 年） 

 

２ 業務継続の基本方針 

    大規模な災害が発生した場合、県民の生命、身体及び財産を災害から守るため、次

の方針に基づいて業務継続を図るものとする。 

①  災害による被害を最小限に抑えるため、災害応急業務を最優先に実施し、あら 

かじめ定めた優先度の高い通常業務についても並行して実施する。 

   ② 非常時優先業務に必要な職員が不足する場合は、各部局から対応可能な人員を割

り当てるなど全庁的に調整する。 

 

 ３ 地域防災計画との関係 

    本県では、地震や津波、風水害等の災害から県土並びに県民の生命、身体及び財産

を保護することを目的とし、石川県地域防災計画（地震災害対策編・津波災害対策編・一

般災害対策編・雪害対策編・事故災害対策編・原子力防災計画編）（以下、「県地域防災計画」

という。）を定めている。県地域防災計画は、県、市町、防災関係機関、事業所及び

県民がとるべき基本的事項等を定めたものである。 

    一方、大規模災害における石川県業務継続計画（出先機関版）（以下「本計画」と

いう。）は、大規模な災害の発生時に、庁舎や職員が被災し、活動に制約が生じる状

況下であっても、県地域防災計画に定められた応急対策及び優先度の高い復旧業務や

優先度の高い通常業務を円滑に実施するためのものである。 

    地域防災計画と業務継続計画との相違点については次頁のとおりである。 
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〈地域防災計画と業務継続計画との相違点〉 

区 分 地域防災 業務継続計画 

作成主体等 地方防災会議が作成し、都道府

県、市町村、防災関係機関等が

実施する計画である。 

地方防災会議が作成し、都道府 

県、市町村、防災関係機関等が 

実施する計画である。 

計画の趣旨 災害対策基本法に基づき、発災

時又は事前に実施すべき災害対

策に係る実施事項や役割分担等

を規定するための計画である。 

発災時に必要資源に制約がある

状況下であっても、非常時優先

業務を目標とする時間・時期ま

でに実施できるようにする（実

効性の確保）ための計画である

。 

行政の被災 行政の被災は必ずしも想定する

必要はないが、業務継続計画の

策定などによる業務継続性の確

保等については計画に定める必

要がある（※２）。 

行政の被災を想定（庁舎、職員

、電力、情報システム、通信等

の必要資源の被災を評価）し、

利用できる必要資源を前提に計

画を策定する必要がある。 

対象業務 災害対策に係る業務（災害予防

、災害応急対策、災害復旧・復

興）を対象とする。 

非常時優先業務を対象とする（

災害応急対策、災害復旧・復興

業務だけでなく、優先度の高い

通常業務も含まれる）。 

業務開始目

標時間 

業務開始目標時間は必ずしも定

める必要はない（一部の地方公

共団体では、目標時間を記載し

ている場合もある。）。 

非常時優先業務ごとに業務開始

目標時間を定める必要がある（

必要資源を確保し、目標とする

時間までに、非常時優先業務を

開始・再開する）。 

業務に従事

する職員の

飲料水・食

料等の確保 

業務に従事する職員の水・食料

、トイレ等の確保に係る記載は

、必ずしも記載する必要はない

。 

業務に従事する職員の水・食料

、トイレ等の確保について検討

のうえ、記載する必要がある。 

出典：「大規模災害発生時における地方公共団体の業務継続の手引き」（内閣府、令和 5年） 

 

 

 

 



4 

第２章 業務継続体制の検討 

 

 １ 計画の対象とする組織 

    本計画において、業務継続体制を検討する対象組織は、「石川県組織規則」による

出先機関、「石川県教育委員会事務局等組織規則」による教育委員会の出先機関等及

び「石川県立学校条例」に基づく県立学校とする。 

 

２ 計画の対象とする想定災害 

    本計画の想定災害は、大規模災害時における石川県業務継続計画（本庁版）と同じ 

く、地震については震度６強以上の大規模地震を想定地震とし、風水害や雪害等その 

他の災害についても同程度の大規模災害を想定する。 
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２ 非常時優先業務の選定 

非常時優先業務については、各所属において対象となる災害応急業務と優先度の高 

い通常業務を選定するとともに業務の開始目標時間を設定した。 

    主な非常時優先業務については次表のとおりである。 

 

〈主な非常時優先業務〉 

所属名等 災害応急業務 優先度の高い通常業務 

共通 職員の非常参集及び安否確認、

施設等の被害状況の確認及び災

害応急対策の実施、本庁等との

連絡調整等 

文書収受・発送、公有財産管理、

各種契約事務、収入・支払業務、

情報公開 

県税事務所 

総合事務所 

災害に伴う県税の徴収猶予及び

減免措置、納税証明に関する相

談等 

県税の申告書・減免申請書の受

付、納税証明書の発行、県税徴収

金の受付、県税全般の相談等 

総合事務所 管内出先機関等の被害状況及び

災害応急対策実施状況の収集・

連絡等 

行政相談、旅券発給、火薬類等に

係る許認可・検査等 

保健福祉センター 健康管理活動、こころのケア活

動、防疫、保健衛生活動、動物保

護等 

感染症、生活環境等の各種相談対

応、食中毒等の各種検査等 

農林総合事務所 国営造成施設、治山施設等の被

害調査及び応急対策等 

家畜伝染病の予防、水稲・麦・大

豆・野菜等作物の支援・相談・指

導等 

家畜保健衛生所 家畜防疫等 家畜伝染病の診断・病性鑑定、死

亡牛の受付・処理、家畜衛生情報

の収集及び広報等 

土木総合事務所 土木施設等の被害調査及び災害

応急対策、水防活動の実施等 

道路利用者への情報提供、土木施

設等の維持修繕、道路等の占用許

可等 

港湾事務所 港湾施設の被害調査及び応急復

旧、緊急輸送道路の確保、耐震強

化岸壁の確保等 

船舶航行安全、港湾施設及び漁港

施設の管理及び維持修繕、国際ふ

頭施設の保安等 

教育事務所 管内小中学校施設等の被害状況

の収集・報告等 

市町立小中学校の教育指導等 

全体件数 ８９件 ２１８件 
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 ３ 非常時優先業務の業務開始目標時間の設定 

非常時優先業務の業務開始目標時間について、県地域防災計画の初動対策期（発災 

から１日程度）、緊急対策期（１週間程度まで）、応急対策期（１か月程度まで）、の 

３区分を、１時間、３時間、１２時間、１日、３日、１週間、２週間、１か月の８区 

分に細分化して設定する。 

 なお、実際の災害発生時には、事態の状況等によって、本計画で設定した業務開始 

目標時間にかかわらず必要なものを優先して実施するものとする。 

 

 

 ４ 職員の参集予測 

 

 （１）職員の参集予測に当たっての想定 

     夜間・休日等の勤務時間外に大規模な地震が発生した場合には、職員の参集に相

当の時間を要することが想定される。 

     職員の参集予測は、勤務時間外に地震が発生した場合を想定し、「大規模災害発

災時における地方公共団体の業務継続の手引きとその解説（内閣府 令和 5年4月）」

等を参考として次の考え方により予測した。 

 

〈考え方〉 

    ① 交通機関等の被災のため発災から３日間は徒歩（４㎞/ｈ）により参集するも 

のとし、参集対象は２０㎞以内に居住する職員とする。 

     （２０㎞を超える職員は最寄りの出先機関等へ登庁） 

    ② 本人や家族の死傷、救出・救助活動等に従事するため、発災から１～３日目ま 

では３０％、４～７日目までは１０％、８日目以降は２％の職員の参集が困難 

となる。 

 

〈予測結果〉 

経過時間 １時間以内 ３時間以内 12時間以内 １週間以内 ８日目以降 

参集人数 556人 1,192人 1,521人 2,541人 2,804人 

※対象職員数：2,844人（R6.4.1現在） 

 

 （２）出先機関の参集予測の調査結果 

    各出先機関の参集予測の結果は、次頁のとおりとなった。 

     ※詳細については資料編を参照 
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（単位：人）

部　局　名 （対象職員数）１時間以内 ３時間以内 12時間以内 １週間以内 ８日目以降

総 務 部 (142) 36 71 86 128 140

危機管理監室 (9) 1 4 6 9 9

企 画 振 興 部 (15) 1 1 4 14 15
文化観光スポーツ部 (85) 33 53 60 78 84

健 康 福 祉 部 (548) 119 246 292 492 537

生 活 環 境 部 (73) 22 38 41 66 72

商 工 労 働 部 (191) 35 97 113 173 189

農 林 水 産 部 (555) 81 164 223 475 545

土 木 部 (462) 104 169 246 415 451

教 育 委 員 会 (764) 124 349 450 691 762

合　計 (2,844) 556 1,192 1,521 2,541 2,804

【必要人数】②

部　局　名 （対象職員数）１時間以内 ３時間以内 12時間以内 １週間以内 ８日目以降

総 務 部 (142) 16 52 59 88 88

危機管理監室 (9) 1 4 4 9 9

企 画 振 興 部 (15) 1 1 4 14 15
文化観光スポーツ部 (85) 16 32 41 74 78

健 康 福 祉 部 (548) 89 124 172 398 399

生 活 環 境 部 (73) 9 21 21 53 53

商 工 労 働 部 (191) 30 51 53 146 147

農 林 水 産 部 (555) 55 101 145 415 415

土 木 部 (462) 101 191 300 460 460

教 育 委 員 会 (764) 182 314 345 610 613

合　計 (2,844) 500 891 1,144 2,267 2,277

【職員の過不足】①-②

部　局　名 （対象職員数）１時間以内 ３時間以内 12時間以内 １週間以内 ８日目以降

総 務 部 (142) 20 19 27 40 52

危機管理監室 (9) 0 0 2 0 0

企 画 振 興 部 (15) 0 0 0 0 0
文化観光スポーツ部 (85) 17 21 19 4 6
健 康 福 祉 部 (548) 30 122 120 94 138

生 活 環 境 部 (73) 13 17 20 13 19

商 工 労 働 部 (191) 5 46 60 27 42

農 林 水 産 部 (555) 26 63 78 60 130

土 木 部 (462) 3 △ 22 △ 54 △ 45 △ 9

教 育 委 員 会 (764) △ 58 35 105 81 149

合　計 (2,844) 56 301 377 274 527

部局別の参集予測（R6.4.1現在）

【参集予測人数】①
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※地域名は、「石川県地震被害想定調査報告書【概要版】」（石川県、平成 10 年）の区分による。 

能登北部：輪島市、珠洲市、穴水町、能登町、 

能登中部：七尾市、羽咋市、志賀町、宝達志水町、中能登町 

河  北：かほく市、津幡町、内灘町 

加賀北部：白山市、野々市市 

加賀南部：小松市、加賀市、能美市、川北町 

  

〈地域別〉
【参集予測人数】① （単位：人）

地域名 （対象職員数）１時間以内 ３時間以内 12時間以内 １週間以内 ８日目以降

能 登 北 部 (376) 70 114 156 331 370

能 登 中 部 (466) 89 149 192 410 458

河 北 (116) 19 38 61 103 115

金 沢 市 (1,189) 277 642 748 1067 1172

加 賀 北 部 (291) 39 102 166 266 287

加 賀 南 部 (385) 55 135 185 345 381

県 外 (21) 7 12 13 19 21

合　計 (2,844) 556 1,192 1,521 2,541 2,804

【必要人数】②
地域名 （対象職員数）１時間以内 ３時間以内 12時間以内 １週間以内 ８日目以降

能 登 北 部 (376) 56 96 134 320 321

能 登 中 部 (466) 88 124 142 355 355

河 北 (116) 25 40 54 102 105

金 沢 市 (1,189) 210 388 489 910 913

加 賀 北 部 (291) 49 97 127 238 238

加 賀 南 部 (385) 69 139 191 321 324

県 外 (21) 3 7 7 21 21

合　計 (2,844) 500 891 1,144 2,267 2,277

【職員の過不足】①-②
地域名 （対象職員数）１時間以内 ３時間以内 12時間以内 １週間以内 ８日目以降

能 登 北 部 (376) 14 18 22 11 49

能 登 中 部 (466) 1 25 50 55 103

河 北 (116) △ 6 △ 2 7 1 10

金 沢 市 (1,189) 67 254 259 157 259

加 賀 北 部 (291) △ 10 5 39 28 49

加 賀 南 部 (385) △ 14 △ 4 △ 6 24 57

県 外 (21) 4 5 6 △ 2 0

合　計 (2,844) 56 301 377 274 527

地域別の参集予測（R6.4.1現在）
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（３）執行体制の確保 

   ① 出勤状況の把握 

      各所属は、職員の出勤状況を取りまとめて主務課へ報告する。 

   ② 指揮命令系統の確立 

      決裁権者が欠勤した場合においても、石川県処務規程に定める代決規定により、

迅速に事務執行を行うものとするほか、指揮命令系統については、各所属で定め

ておく。 

②  人員調整の考え方 

      大規模な災害が県内で発生した場合の所属間の人員調整については、県新型イ

ンフルエンザ対策業務継続計画と同様に、職員の欠勤状況に応じて、次の順序に

より、臨機応変に対応するものとする。 

    ア 所属間の人員調整は、業務の中断・縮小を行っても、業務の性質上、なお人員

に不足が生じる場合に行うものとする。 

    イ 必要な職員については、資格・免許者が必要な業務もあることから、まずは各

所属内で確保することとするが、不足する場合は各部局内で調整して確保するも

のとする。 

    ウ 各部局内で対応できないと判断される場合は、④の手順により他の部局から応

援を求めるものとする。なお、職員の中から資格・免許者を確保できない場合は、

行政経営課と協議の上、臨時措置として期間を定め、外部の人員を活用すること

で対応する。 

   ④ 部局間の応援実施手順 

    ア 応援の要請 

       各部局の企画調整室等は、部局内で対応ができないと判断される場合は、配

置先の所属名及び業務内容、必要人数、期間、その他の必要事項を把握し、総

務部（行政経営課）に他部局職員の応援を依頼する。 

    イ 具体的調整  

       総務部は、各部局の出勤者数等を考慮の上、応援を行う部局、応援を受ける

部局とそれぞれの協議を行い、応援職員の人選、期間等を決定する。 

    ウ 応援内容の通知 

       総務部は、決定した応援内容を、応援を行う部局と応援を受ける部局の双方

に通知する。 

    エ 応援の実施 

       応援を行う部局は、決定に基づき応援を実施する。 

   ⑤ 出勤・休暇等の取扱い 

      職員本人の被災や家族の被災、学校・保育施設や介護施設等の臨時休業等によ

り出勤できない場合の休暇等の取扱いについては、人事課の定めるところによる。 
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 ５ 業務継続に必要な資源の現状 

    地震発生時等に、非常時優先業務を継続するために必要な資源（庁舎、電力等）に

ついて、発災時にどの程度利用可能であるか確保状況を確認し、課題があればその課

題を解決するための対策を検討する。 

    また、各部局において職員用の食料は確保していないことから、職員に対し、家庭

における食料の備蓄を奨励するとともに、災害時には、参集に際し、原則、家庭用と

して備蓄している食料（最低３日間分、推奨１週間分）や携帯トイレ等を持参する必

要があることを周知しておくものとする。 

県地域防災計画において現地災害対策本部の設置が想定される庁舎における主な 

資源の状況は次頁のとおりである。 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞  

県地域防災計画（地震災害対策編）抜粋 

  第３章 第１節 

   ５ 現地災害対策本部 

（１）現地災害対策本部の設置 

     ア 本部長は、被災地域及び災害の状況等に応じて、現地災害対策本部を設置する。 

イ 現地災害対策本部は、中能登、奥能登総合事務所又は小松県税事務所のほか、次の施設を充てるこ 

とができる。 

なお、知事が必要と認めた場合は被災市町と情報の共有化を図るため、現地災害対策本部を当該市 

町の庁舎内に設置し、市町災害対策本部との合同会議等を開催するなど機動的な運用を図る。 

 

各土木総合事務所 奥能登  中能登  県 央  石 川  南加賀 

各土木事務所 珠 洲  羽 咋  津 幡  大聖寺 

各農林総合事務所 奥能登  中能登  県 央  石 川  南加賀 

各農林事務所 珠 洲  羽 咋  津 幡  加 賀 
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 〈各庁舎における主な資源の状況〉 

 

 

 

 

 

七尾合同庁舎
（中能登総合

事務所、中能
登農林総合事

務所）

奥能登行政セ
ンター（奥能

登総合事務
所、奥能登農

林総合事務

所）

小松合同庁舎
（小松県税事

務所、南加賀
農林総合事務

所）

奥能登土木総
合事務所

中能登土木総
合事務所

直江庁舎（県
央土木総合事

務所、県央農
林総合事務

所）

石川土木総合
事務所

庁舎 耐震性能 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力 非常用電源 約７２時間 約７２時間 約７２時間 約７２時間 約７２時間 約７２時間 約７２時間

直通電話 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

災害時優先
電話

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

衛星携帯電
話

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

衛星系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地上系 ○ ○ × ○ ○ ○ ○

飲料水
飲料水タン

ク

受水槽
６㎥×１基

高置水槽
４㎥×１基

受水槽

２４㎥×１基

受水槽

７㎥×１基

受水槽

７．５㎥×１基

受水槽

１６㎥×１基

高置水槽
１０．８㎥×１

基

×

トイレ
水洗の断水

時使用
○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

電話

防災行政無
線

庁舎

区分
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〈各庁舎における主な資源の状況〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南加賀土木総

合事務所

珠洲土木事務

所・珠洲農林

事務所

羽咋土木事務

所・羽咋農林

事務所

津幡土木事務

所・津幡農林

事務所

大聖寺土木事

務所・加賀農

林事務所

石川農林総合

事務所

庁舎 耐震性能 ○ ○ ○ ○ ○ ○

電力 非常用電源 約７２時間 約７２時間 約７２時間 約７２時間 約７２時間 約７２時間

直通電話 ○ ○ ○ ○ ○ ○

災害時優先

電話
○ ○ ○ ○ ○ ○

衛星携帯電

話
○ ○ ○ ○ ○ ○

衛星系 ○ ○ ○ ○ ○ ○

地上系 ○ ○ ○ ○ ○ ×

飲料水
飲料水タン

ク

受水槽

６㎥×１基

受水槽

６㎥×１基
× × ×

受水槽

６㎥×１基

高置水槽

３㎥×１基

トイレ
水洗の断水

時使用
○ ○ × × × ○

防災行政無

線

電話

区分

庁舎
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第３章 今後の取り組み 

  

 １ 各所属における執務体制要領への反映 

各所属においては、業務継続計画の内容を執務体制要領へ反映することにより、非 

常時優先業務の明確化を図るものとする。 

 

２ 訓練の実施 

各所属においては、参集訓練や安否確認訓練等を実施することにより、業務継続計 

画や執務体制要領の実効性を確保するとともに、発災時における職員の対応能力の向 

上を図るものとする。 

 

３ 業務継続計画の見直し 

    県地域防災計画の修正や組織改正等が行われた場合、必要に応じて本計画の見直し

を行うものとする。 


